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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、在宅に居住する高齢者の認知症や軽度認知機能障害（mild cognitive i
mpairment: MCI）を早期に発見するための簡便に調査可能な質問調査法を開発することである。分析の結果、「物を置
いた場所を忘れることが多くなった」「親しい友人や知人の名前を忘れる」「周囲より忘れっぽくなったと言われる」
といった記憶に関する質問がMCIと密接に関連することが明らかとなった。そのため、記憶に関する質問調査が認知症
の早期発見のためのスクリーニングのために重要である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of the study was to develop the questionnaires for identifing the 
risk of mild cognitive impairment (MCI) in the community living older adults. The questionneires about 
memory such as "forget where to put things", "forget the name of the closest friends", and "become 
forgetful" were associated with MCI. These results suggested that the questionneires about memory were 
important to identify the risk of dementia in the older people.
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１．研究開始当初の背景 
 認知症は加齢とともに増加し、高齢者数の
増大とともに有病者数が急激に増大し、社会
保障費を圧迫する原因となっている。国民生
活基礎調査による介護が必要となった主な
原因をみると、平成 13 年には認知症が原因
で要介護となった者は 10.7%（第４位）であ
ったのが、平成 19 年には 14.0%（第２位）
となり、団塊世代が後期高齢者となる 2025
年頃には認知症高齢者の急増が見込まれ、そ
の予防が急務の課題となっている。また、世
界においてもアルツハイマー病を有する高
齢者数は 2050 年までに現在の約４倍に膨れ
上がると推定されており、認知症予防は重大
な 問 題 の ひ と つ と 捉 え ら れ て い る
(Brookmeyer R, et al., Alzheimers Dement 
2007)。認知症の主な原因疾患はアルツハイ
マー病と脳血管疾患であるが、これらの発症
予防や悪化防止のためには、早期にリスクを
把握し、保健事業や受診行動を促す必要があ
ると考えられる。 
 高齢期の認知症の大部分を占めるアルツ
ハイマー病は、その前駆段階である MCI の
状態を一定期間経て移行する。しかし MCI 
に陥った高齢者がすべてアルツハイマー病
へ移行するわけではなく、正常な認知機能へ
と回復する者も少なくない。たとえば、スウ
ェーデンで実施された大規模縦断調査によ
ると、ベースライン時に軽度、中等度、重度
認知機能障害を有していた高齢者は、正常な
認知機能であった高齢者に対して認知症へ
移行する相対危険度は、それぞれ 3.6、5.4、
7.0 であり、認知機能低下が将来の認知症へ
の強い危険因子であることが明らかにされ
ている。その一方で、MCI 高齢者の 11％が
その状態を３年間保持し、25％は認知機能が
向上したと報告されている(Palmer K, et al., 
Am J Psychiatry 2002)。これは、認知症の
予防や発症を遅延させる可能性を示唆する
もので、地域から MCI 高齢者を早期に発見
し、認知症予防のための取り組みを積極的に
実施すべきであることを示している。 
 認知症の診断は長年に渡る研究や医療実
践によって、その方法論は確立されているが、
MCI の確定や MCI から認知症への移行を
予測するための方法は確立していないよう
にみえる。特に MCI の状態から認知症へ移
行するときに、どのような問題が生じるのか、
またその問題は改善されるのかといった経
時的変化についての知見は皆無である。先に
あげた研究や、その他の縦断研究も数年の期
間を経た後に対象者がどのような状態にあ
ったか、あるいは観察期間中に認知症が発症
したかを確認するのみで、経過期間中の変化
について言及した研究は見当たらない。しか
し、MCI は認知症へも移行するが、逆に正常
へ回復する可能性も高く、浮動的な状態とい
える。MCI から認知症へ移行する以前に何
らかの問題やきっかけが生じて認知症の発
症に至るのであれば、その状況を防ぐ、ある

いは改善する手立てを検討すれば認知症予
防への具体的な対策を検討することが可能
となる。また、その徴候が確認されたときに
は直ちに医療機関への受診を推奨すること
もできる。そこで本研究では、認知症の発症
の危険性が高い MCI 高齢者を地域から特定
し、認知症への移行を早期に特定するための
システムを確立する。この研究が完遂できれ
ば、認知症予防のための対策の検討や早期診
断から治療へつなげるためのシステムを形
成するための一助となる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、在宅に居住する高齢者の
認知症や MCI を早期に発見するための簡便
に調査可能な質問調査法を開発することで
ある。 
 
３．研究の方法 
 対象者は愛知県内に在住する 65 歳以上の
高齢者とし、平成 24 年度から平成 26 年度に
かけて、地域において高齢者の認知機能検査
を実施して MCI を判定した。質問紙調査とし
て、記憶に関する主観的判断について聴取し
た。記憶調査は、「物を置いた場所を忘れる
ことが多くなった」「親しい友人や知人の名
前を忘れる」「周囲より、忘れっぽくなった
と言われる」の項目を聴取した。 
 
４．研究成果 
 分析対象者は 7912 名（平均年齢 73.2 歳）
であった。物を置いた場所を忘れることが多
くなったと回答した高齢者は、そうでないと
答えた者と比較して MCI のオッズ比が 3.3
（95％信頼区間：2.9-3.8）であり、同様に
親しい友人や知人の名前を忘れると答えた
者のオッズ比は 1.9（95％信頼区間：1.7-2.1）、
周囲より、忘れっぽくなったと言われると答
えた者のオッズ比は 1.9（95％信頼区間：
1.7-2.2）となった。また、これらの問題が
ないと答えた者と比較して、すべてに問題が
あると回答した者のオッズ比は 13.6（95％信
頼区間：10.2-18.1）となり、記憶に関する
質問調査の重要性が示唆された。以上の結果
から、記憶に関する質問調査が認知症の早期
発見のためのスクリーニングのために重要
である可能性が示唆された。 
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